


支援シート

（魚沼市における『身寄り』問題への対応支援に関するガイドライン）


『身寄り』問題の本質は、これまでの日本の医療・介護・福祉が家族による支援を前提としてきたことと、本人の希望や“本人ならこう言うだろう”といった推定意思を伝える仕組み（これも家族の機能）がないことです。
そうした、これまで家族に求められてきた機能・役割を、本人を支えるチームで代替えすることにより、『身寄り』がないことにより起こる問題の解決を目指すシートです。













※本人の意向を確認する際は、以下の点に留意して意思決定支援を行ってください。
❖重度の認知症や知的障がいがあっても、本人には意思があり、意思決定能力を有することを前提として関わります。
❖本人が判断するために必要な情報を、本人が理解できる分かりやすい言葉や文字、図や絵などで説明してください。その際、支援者側の価値判断を挟まず、本人にとっての利益・不利益を一緒に考えていく姿勢が大切です。
❖本人が安心して意思を表明できるよう、支援者の態度や人的・物的環境の整備に配慮してください。
❖支援を尽くしても本人の意思を確認できない場合は、家族等（法的な意味での親族関係のみでなく、本人が信頼を寄せ、本人の利益を考え支える人をいいます）から本人の意思を推定できる情報を収集し、それを基本として本人にとっての最善の方策を検討します。ただし、これは代理代行決定で、意思決定支援とは区別して理解すべきです。
















（様式１）役割分担シート
福祉サービスの利用や入院・入所の際に、本来なら家族等に依頼する役割を、本人を支えるチームで分担することで、身元保証人等がいなくてもスムーズにサービスを利用できるようにするためのものです。
本人の意思に基づく支援であることが重要ですので、会議は原則、本人参加で行います。

※想定される場面と流れ
入院や入所等の際に身元保証人等がいない
①ＣＭ・病院・施設等（以下｢支援者等｣という。）から権利擁護サポートセンターに連絡する。
②権利擁護サポートセンターは行政を含むチームを招集しケース会議を開く。
· 事例報告：支援者等　／　進行：権利擁護サポートセンター
③ケース会議で支援シート（様式１）を使い、チームで役割分担を決める。
④支援者等は、支援シート（様式１）を作成し、原本を本人へ、写しをチームに配付するとともに、支援シートをスキャンして、データをうおぬま・米ねっとに保存する。
· ファイル名「役割分担シート（202○/○○/〇〇）」
· うおぬま・米ねっと未登録の場合は、本人に登録を勧め、登録後、行政がうおぬま・米ねっとに保存する
⑤退院等により支援者等による関わりがなくなる場合は、行政が定期的（1年毎）に本人の状況を確認し、必要に応じてチームを招集し、ケース会議を開く。
· 事例報告：行政　／　進行：権利擁護サポートセンター
⑥行政は、支援シート（様式１）を作成し、原本を本人へ、写しをチームに配付するとともに、支援シートをスキャンして、データをうおぬま・米ねっとに保存する。
· ファイル名「役割分担シート（202×/××/××）」

（様式２）“もしもの時”の意思確認シート
自身が望む医療やケアについて、前もって考え、本人が信頼する人と繰り返し話し合い、共有するためのシートです。
もしも、本人が事故や病気などで自分の意思を伝えることができなくなった時、医療・ケアチームはこの情報を参考に、本人にとって最善の方針をとります。

※想定される場面と流れ
訪問やモニタリングなど本人と面談する時（随時）
①いきなり核心を聞かない
※　ＡＣＰは、「どんな時間が心地いいか」「人生で何を大切にしているか」「自分らしく過ごすにはどんなサポートが必要か」といった、その人らしさを守るための価値観の確認です。支援シートの項目をうめることが目的ではありません。
※　年のはじめや誕生日などの節目に、「今年はどんな一年にしたい？」といった質問から切り出すとよいでしょう。その後、「今までで一番頑張ってきたと思うことは？」「最近幸せだと感じた瞬間は？」「これからも大切にしたいことは何？」というように、過去から現在の順で聞き取ることで、自然と未来の話が引き出せます。
②少しずつ医療の話題に触れていく
· 「身体がしんどいとき、どんな風に過ごせたら安心？」「病院の方が安心？家の方が落ち着く？」「どのくらいの治療を受けたい？」と徐々に医療の話題に触れていきます。
③支援者等は、支援シート（様式２）を作成し、原本を本人へ、スキャンしたデータをうおぬま・米ねっとに保存する。
· ファイル名「もしもの時の意思確認シート（202○/○○/〇〇）」
　④支援者等は、機会があるごとに支援シート（様式２）を更新し、うおぬま・米ねっとに保存する。
· ファイル名「もしもの時の意思確認シート（202×/××/××）」

（様式３）終活情報シート
墓地や葬儀の生前契約、遺言書の保管場所などの終活情報を、うおぬま・米ねっとに登録しておき、本人が亡くなったときに、消防や福祉事務所、警察のほか、本人が指定した方からの問い合わせに、情報を提供するためのシートです。

※想定される場面と流れ
本人から終活情報を登録したいという希望があったとき
①本人及び、支援者等（行政、中核機関含む）は、支援シート（様式３）を作成し、原本を行政に提出する。
②行政は、原本を保管するとともに、スキャンしてデータをうおぬま・米ねっとに保存する（ＰＤＦデータにパスワードを設定する）。本人へは写しを控えとして渡す。
· ファイル名「終活情報シート（202○/○○/〇〇）」
③本人からの申し出があった場合、行政は更新した支援シート（様式３）をスキャンして、データをうおぬま・米ねっとに保存する。
· ファイル名「終活情報シート（202×/××/××）」
　④本人が死亡し、警察、消防署、福祉事務所、医療機関及び本人が指定した者からの請求があった場合、行政は支援シート（様式３）を開示する。





※ここで確認する内容はとても繊細で慎重に取り扱う必要があります。中には落ち込んだり怒り出す方もいるでしょう。本人との信頼関係を築いた上で、聞き取るタイミングや環境にも配慮が必要です。
聞き取った内容をまとめ、本人署名の上、本人と支援チームに配付するとともに、うおぬま・米ねっと（その他の３）に保存し共有します。


個人情報の取り扱いについて
１．利用目的
 支援シートに記載された個人情報は、本人の適切な支援及び円滑な連携を目的として、以下の支援者及び関係機関に限り提供されます。
２．提供先（様式１、様式２）
[bookmark: _GoBack]本人の支援に関わる職員・専門職・関係機関（例：相談員、医療従事者、福祉サービス提供者、行政機関、消防署、警察署）、及び本人が指定する個人
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